



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































月 4日 3面），朝日新聞（5月 8日 8面）が関連記事を掲載した。いずれも現体制と関連付け
て論じているのは100周年についての記事である以上当然であるが、この運動が日中関係
36） 藤本博生前掲書108－117頁。
三一運動・五四運動 100 周年によせて 　49　
の歴史に深く関わるものであるのにその方面には殆ど言及されていないところに，やはり
大きな欠落を感じざるを得ない。中国に目を向けると，大陸における五四運動 100周年は
現実政治においても学術研究の次元でも，抑制的なものに終始した。他方，例えば香港の
雑誌『二十一世紀』172（2019年4月号）が「五四百年専輯」を組んでこれに多方面から検討
を加えていることが注目される。
　　2019年 9月 1日，ドイツのフランク－ヴァルター＝シュタインマイヤー大統領はワルシャ
ワでの第二次世界大戦開戦 80周年式典で演説し，「ドイツの歴史的罪に許しを求める」「ド
イツ人は痛みを伴う歴史を受け入れ，引き継いでいく」と述べた。「子や孫，そしてその先
の世代の子どもたちに謝罪を続ける宿命を背負わせてはなりません」とした2015年8月15
日の「安倍談話」との対照が際立っている。（2019. 9. 12）
